
＊：「フェントン処理」 

   

鉄が過酸化水素によって酸化された時に発生する活性酸素（ヒドロキシラジカル）を利

用して有機物等を酸化分解する方法。 

Fe2+ + H2O2 →Fe
3+＋OH-＋・OH 

 

＊＊：「アンモニア濃度の下げ方（前処理として）」 

●アンモニアストリッピング法 

処理排水をアルカリ性とし、液中に含まれるアンモニア成分であるアンモニウムイオン

（NH4
＋）をアンモニアガス（NH3）に変え、大気中に揮散させることにより除去する方法。 

NH4
＋＋OH－ ←→ NH3↑＋H2O

ｐH を上昇させることにより上記の平衡を右側に移動させ、アンモニアをガスとして放

出させる。処理ｐH は 10.5～11 に調整するが、アルカリ剤に水酸化カルシウム（消石灰）

を用いるとカルシウムスケールが生成しやすいので、アルカリ剤には水酸化ナトリウムを

用いる。また、ストリッピングは気液平衡反応で成り立っているので除去率は水温の影響

を受け、水温が低くなるほど除去率は低下する。 

通常、アンモニアガスは硫酸に吸収させて硫酸アンモニウム（硫安）［（NH4）2SO4］と

して回収する。 

2NH3＋H2SO4 →（NH4）2SO4

●不連続点塩素処理法 

溶液中のアンモニアを塩素により窒素ガスやその他の安定化合物に酸化して除去する

方法。一般的には次式の反応を経過して最終的に窒素ガスとして処理する。 

NH3 ＋ HClO → NH2Cl ＋ H20 
NH2Cl ＋ HClO → NHCl2 ＋ H20 
NH2Cl ＋ NHCl2 → N2↑＋ 3HCl 

 

反応時間が速い、水温の影響を受けにくい、薬注制御にＯＲＰ（酸化還元電位）計が使

用できるという長所がある反面、水中の有機物と塩素が反応して発がん性のあるトリハ

ロメタンが生成する欠点を持っている。 

 

＊＊＊：「硫化物法について」 

重金属塩の硫化物は極めて難溶性であるため、ｐH 中性領域での処理が可能であり、本

法は金属処理法として優れた一面がある。しかし、使用する硫化ナトリウムから硫化水素

が発生するため、臭気対策・防食対策が必要となり、排水処理に適用される例は少ない。 



処理方式による実排水の濃度低減水準

＊注）工程内で何段階かの処理を行っている場合があるため 「処理後の亜鉛濃度」は、、

「排出水の濃度」と同一とは限らない。

処理方法（凝集沈殿）
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＊注）工程内で何段階かの処理を行っている場合があるため 「処理後の亜鉛濃度」は、、

「排出水の濃度」と同一とは限らない。

処理方法（活性汚泥、接触酸化）
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○凝集沈殿法の基本フロー 
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凝集沈殿法；排水のpH調整により、重金属類を水酸化物イオン
と反応させ、金属水酸化物として沈殿除去する方法。また水酸
化物のフロック化促進のために凝集剤が用いられる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○液体キレート剤とは 

 　重金属排水中には、重金属イオンのみでなく、種々の共存
化合物の影響他により生成し、水酸化物として除去が困難な
重金属錯イオン(錯体)等も含まれる。

　錯イオン状の重金属も除去できる重金属処理剤が多数市販
されている。代表的なものに液体キレート剤（液状のキレー
ト樹脂や高分子化された硫化物）がある。重金属と結合して
不溶性のフロックを生じる。

M　　＋　　L　　→　　ML
（重金属ｲｵﾝ）（処理剤） （ﾌﾛｯｸ化）

MR　 ＋　　L　　→　　ML　＋　R
（重金属錯ｲｵﾝ）（処理剤） （ﾌﾛｯｸ化）（錯形成剤）

　生成するフロックは軽いので、無機凝集剤や高分子凝集剤
を加えて沈降性の改善をはかる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （出典）「めっき工場の排水処理技術」－P61 

小坂幸夫（海文堂：1988年 10月） 



○亜鉛めっきの基本フロー 
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○めっきに使用されるキレート剤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）「表面技術環境ハンドブック」（2000年度版）－P32 
（社）表面技術協会 表面技術環境部会編（広信社）  

 




